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行政視察事務調査報告書

このことについて、下記により行政事務調査を実施したので、会議規則第 111 条の規

定により報告します。

記

１ 実施日 令和５年１０月３１日（火）から同年１１月１日（水）まで

２ 視察先 岩手県一関市及び盛岡市

３ 調査名及び目的 食と農の景勝地の取組について（一関市）

もりおかの食と農バリューアップ推進戦略について（盛岡市）

４ 参加者 ひはら省吾（委員長）、松本ゆき子（副委員長）、天野正昭、

国松まさき、辻よし子、堀江武史、増﨑俊宏

５ 視察内容 別紙のとおり



（別 紙）

【視 察 日】 令和５年１０月３１日（火）から同年１１月１日（水）まで

【視察場所】 岩手県一関市及び盛岡市

【視察項目】
食と農の景勝地の取組について（一関市）

もりおかの食と農バリューアップ推進戦略について（盛岡市）

【目 的】

本市では、市内で生産された新鮮で安心・安全な農畜産物を市民に提供する地産型農

業を関係機関と連携しており、また、農地はまちづくりに大切な役割を持っている。

このような中で、地産地消を更に進めるためには、農業者と消費者が一体となってあ

きる野農業を推進する必要があると考え、食と農について積極的に取り組んでいる一関

市と盛岡市に学び、今後のあきる野市に活かしていくために視察を実施した。

【概 要】

＜食と農の景勝地の取組について＞

一関市では、一般社団法人世界遺産平泉・一関ＤＭＯと連携し、伊達藩の武家社会の

儀礼から生まれた「もち本膳」に加え、旬の農産物を生かした多彩なもちの具が創作さ

れ、その食べ方も３００種と多く、生活やなりわいに密接に関連した「もち食文化」に

よる地域ブランディング、お土産や飲食メニューの開発、交流・体験の拠点づくりに取

り組んでおり、平成２８年度「ＳＡＶＯＲ ＪＡＰＡＮ」（地域の食・食文化によるイン

バウンド誘致）に、一関もち食推進会議が地域認定されている。

また、外国人誘致としては、観光客の半数が台湾からであり、仙台空港からの台湾人

観光客によるものと説明があった。また、観光周遊コースにもち食文化を折込み、ＡＢ

Ｃの３コース設定し、食・体験・農村風景を楽しんでもらえる工夫をしている。



【感想・考察】

一関市は、インバウンド効果は、仙台空港からの台湾旅行客が大半で、「ＳＡＶＯＲ Ｊ

ＡＰＡＮ」の取組の効果だけではないと推測している。また、「もち本膳」はイベント

化されており、普段、市民が食べているものではないため、もち食文化の衰退を懸念し

ている。もちメニューの開発や、もちの象徴なるものがなく、今後の課題であるとの説

明を受けた。

考察として、ひとつの食品で観光客をもてなすのは難しいと感じた。また、「もち食

文化」をひとつのテーマ、そして、世界遺産「平泉」、中山間地の棚田等の農村風景を

めぐるコースを観光ルートに設定し、外国人観光客のニーズにこたえる必要性があると

感じた。

本市においても、とうもろこし、のらぼう菜等の名産品の活用と、自然豊かな清流と

のマッチングによるコース設定等の検討が必要であると考える。

＜もりおかの食と農バリューアップ推進戦略について＞

盛岡市では、食と農を応援する「美食大国もりおか」のコンセプトを推進するため、

市内外に向けた農畜産物の魅力を発信、農畜産物を応援するファンの機運醸成及び生産

者や生産現場を体験できる機会の創出を進めており、ブランドロゴの作成やファンクラ

ブの設置、ウエブサイト運営などの取組を行っている。また、５つのアクションプラン

として、農産物の魅力発進、商品・サービスの開発改良、イベントの開催、啓発活動、

生産基準明示の推進に取り組んでいる。



【感想・考察】

県内で飲食店数１位、農業産出額２位と、食と農を考えたとき、生産者と消費者が非

常に密接した地域性があり、取組の成果が見えやすいと感じた。実際、農業従事者の増

加、農家所得の向上などが見られ、一定の効果がある取組であると感じた。

今回説明して頂いた、盛岡市 農政課 食と農の連携推進室長は、農政課にも長年従

事し、大変精力的に取り組んでいると感じることができ、本市でも、積極的な食と農に

長けている人材の提言等も重要であると考える。

ただ、ひとつ残念なこととして、食と農の取組は、主に観光に特化した取組であるた

め、移住定住に繋げる施策が脆弱であり、非常にもったいないと感じた。


